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2019年度春秋季人権週間プログラム講演会 

 

日時：２０１９年 １１月 １１日（月） １７：３０～１９：３０ 

会場：立教大学 新座キャンパス ８号館 Ｎ８Ｂ１教室 

 

『僕がゲイで良かったこと』 

 

 
講師  平良 愛香氏  

（日本基督教団川和教会牧師。農村伝道神学校教師、桜美林大学・立教大学兼任講師。

セクシュアル・マイノリティ・クリスチャンの集い「キリストの風」集会代表。） 
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○平良：平良愛香と申します。「たいら」は漢字一文字

ではなく二文字の平良です。一文字の平さんは日本中

にいますが、二文字になると沖縄にルーツがあると思

ってくださってだいたい合っていると思います。「愛

香」という名前は、特に沖縄に多い名前でもなく、珍し

い名前で、たいてい女性に間違われます。なぜ「愛香」

なのか、よく聞かれます。「平良さんは性差別、女性差

別とか、それから LGBT の人権の問題に取り組むため

に、あえてジェンダーフリー、性別の垣根を越える名

前を活動名として自分でつけたのですか。」と聞かれる

こともあるのですが、これ、親がつけてくれた名前で

す。自己紹介を兼ねて、名前の由来を話しておきたい

と思います。 

 

【沖縄のこと、名前のこと】 

 僕は 1968年の夏に沖縄で生まれました。今、51歳です。1968年がどんな時代か、皆さん

ご存じですか。ベトナム戦争の真っ最中でした。このアメリカとベトナムの戦争で意外と忘

れられているのが、当時沖縄は「沖縄県」ではなく、戦後日本から切り捨てられて、アメリ

カの一部になっていたということです。ドルを使っていました。そして、ベトナム戦争に沖

縄も巻き込まれていたのです。ベトナム戦争の最中に沖縄に爆弾は落ちていませんが、逆に

落とす側になったのです。沖縄から飛行機がベトナムに飛んでいき、爆弾や枯れ葉剤を落と

して、夕方帰ってくるのです。沖縄の人たちは、それを見るのが耐えられませんでした。し

かし、まだ産業が十分に戻ってきていませんから、基地で働かないといけない人がたくさん

いて、「自分たちは被害者で、基地被害にいっぱい苦しむけれど、ベトナムの人たちを苦し

める加害者の側なのだ。」ということに気がついていきました。今、沖縄の辺野古で基地建

設をとめるために体を張っている人たちがたくさんいますが、これは基地被害にこれ以上

苦しみたくないと言っているのではなく、これ以上加害者になりたくないという思いがと

ても強いのです。そのことをぜひみなさんに知っていてほしいと思います。 

 僕が生まれたのは、ちょうどその頃です。僕の両親はクリスチャンなのですが、「やっと

沖縄戦が終わって平和になると思ったのに、全然平和じゃない。あの平和の約束はどうなっ

たのですか。私たちの泣き叫ぶ声が聞こえませんか。」と祈っているときに、同じような言

葉、短い歌が聖書の中にありました。悲哀の「哀」に「歌」で哀しみの歌、「哀歌」という

平和を嘆き求める祈りの歌です。両親は自分たちの気持ちにぴったりだと思い、今度生まれ

る子どもは、男の子でも女の子でも「愛香」という名前をつけようと思ったそうです。僕の

名前の漢字はすごくポジティブに、「愛の香り」にしてありますが、意味としては、平和を

嘆き求める歌なのです。 

 僕は子供の頃、この名前が嫌いでした。いつも女性に間違われるし、見た目も髪が長めで

女の子っぽかったというのもあるのでしょうか。いつも学校で、「おまえ、本当は女だろう。」

とからかわれたりしていたので、僕はあるとき母親に言いました。「この名前、好きじゃな
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い。」すると、うちの母は、「じゃあ、変えれば？」と言ったので、びっくりしました。「沖

縄の平和を願う名前なのよ」「親がつけてくれた名前に文句言うのか」と言われるのかなと

ちょっと思ったのですが、「変えれば？」と言われたので、変えようと思いました。絶対女

の子に間違われない名前というものをいろいろ考えて、「ゲンゴロウ」とか、そういう名前

をリストアップしていきました。でも、最終的に僕が選んだのは、今までと同じ「愛香」で

した。使い慣れていたということもありますが、名前でからかわれるぐらいなら、「いや、

この名前にはこういう意味があるんだよ。」と話してあげることの方が、意味があると思っ

たのです。 

これまで、名前を親から押しつけられたものだと感じている間は窮屈でした。しかし、一

度手放して、もう一回自分でつかみ取った時は、結果的に前と同じものだったとしても、既

に押しつけられたものではなくなっていました。自分でつかみ取ったものには、もう窮屈さ

はありません。人間って生きている期間はそれほど長くないので、名前くらいは押しつけら

れたものではなく、自分で選び取ってもいいのではないかという思いが僕にはあります。も

し今、皆さんの中に、実は我慢しているけれど、自分の名前がとても嫌いだという人がいた

ら、「変えれば？」と本気で思います。僕の本業は牧師ですが、僕の教会では、戸籍上の名

前ではない名前で教会員名簿に入っている人が何人もいます。せっかく教会にいるのだか

ら、自分らしく生きていきたい。だから、自分の望む名前で教会生活をしている人もいます。 

私たちは、結構いろいろなものを押しつけられて生きています。名前もそうかもしれませ

ん。女の子だからこうでなければならない、男の子はこうでなければならない。例えば、長

男はこうしないといけないとか、たくさんのしがらみがある中で、しんどいな、窮屈だなと

思ったら、「変えれば？」と思います。自分がどうやって生きていきたいかということを探

して、つかみ取っていかないともったいないなと強く思うのです。 

今日、「僕がゲイで良かったこと」というタイトルを選ばせていただいたのは、そういっ

たことに気づくことができたということが一つあると思います。与えられたもの、あるいは、

押しつけられたものをそっくりそのまま受け入れるのではなく、本当に自分はそれをした

いのかということを考えていくこと、これがとても大事な機会になると思ってます。 

 

【僕自身のこと】 

＜性的指向との葛藤＞ 

僕自身の話をします。先ほども話しましたが、親がクリスチャンなので、いつもキリスト

教の話を聞かされていました。「あなたは偶然、生まれてきたのではなくて、神様があなた

はこの世界に必要だと思ったから、神様によってつくられたのよ。だから、あなたはあなた

にしかできないことがあるはず。それを探して実行していきなさい。自分らしく生きていき

なさい。」と徹底的に言われました。「人と違うことが素晴らしい」ということを言われてき

たのです。何か買ってほしいものがあるときには、「みんなが持っているから欲しい」と言

ってもまず買ってもらえませんでした。買ってほしいものがあるときは、「誰も持っていな

いからこれがいい」と言わないといけなかったのです。風邪で学校を休んだ日、褒められま

した。「今日はみんなと違う一日の過ごし方をした。素晴らしい。」と言われ、「変な親だな」

と思いました。それから、僕はすごく泣き虫だったのですが、泣いていると怒られます。「男
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だったら泣くなと世間が言うのは間違っている。け

れども、いつまでも泣いていると面倒くさい、泣き

やめ。」と言われました。その瞬間に、いろんなこと

を学ぶのです。男は泣くなと世間は教えているの

か。しかしそれはジェンダーに縛られた価値観であ

って、泣いていいんだ。ただし、男女関係なく、い

つまでも泣いていると、訴える力が薄れていくどこ

ろか、面倒がられる、鬱陶しがられる、効果がどん

どん落ちていくのだから、泣くのやめましょうとい

うように学んでいきました。 

小学校２年生の頃、担任の男の先生が僕に、「愛香くんはもっと男らしくしたほうがいい」

と言ったことがあります。それを聞きつけた母が激怒しまして、「男らしくするっていうの

はどういうことだ。髪を短くしろということか。もっと乱暴になれということか。この子は

この子のままでいいんだ。」と怒鳴っているのを見て、「うちの母は男らしいな」と思って感

動しました。そのあと僕、５年生くらいの頃に「スカートをはきたい」と思った時期があり

ました。今考えると、女の子になりたいという願望よりも、コスプレしてみたいに近かった

かなと思うのですが、うちの母が、「困ったわね。うちには男の子しかいないから、あなた

に合うスカートはないのよ。ママのは大きすぎるし、だから、縫いましょう。」と言って縫

ってくれました。うちは決して裕福ではないけれど、まわりがどう見るかではなく、その子

がどうしたいかということを最優先してくれる家でした。だから、人と違うことを本気で喜

べる、とても豊かな家だったなと思います。そういう生き方をしてきたのですが、困ったな

と思い始めたのは、中学校に入ってからでした。まわりの同級生がみんな異性を意識してい

ることに気づいたのですが、僕が意識しているのは、同性である男性でした。「素敵だな。

ちょっと抱きしめたいな。抱きしめてもらいたいな。キスしたいな。」そういったことを思

う相手が男性だったので、これは放っておいていいのだろうかと思い、図書館に行って性に

関する本を片っ端から読むようになり、めちゃくちゃ性に詳しい人間にはなってしまった

のですが、それでも自分のことを説明してくれる文章には出会えませんでした。ある本には、

「同性を好きになることもありますが、一時的なことです。心配ありません。」と書いてあ

り、とても困りました。一時的ではないってわかっていたからです。初恋も男性でしたし、

自分の老後を考えても、自分が納得できる、自分の求めているのは男性との生活だなと思っ

ていたので、それならば、一時的な人は心配しなくていいけど、一時的じゃない人は心配し

なさいって言われているのかなといったことを感じるようになりました。 

それから、中学生の頃に気づいたのは、まわりに気持ち悪いと思われるということでした。

口の悪い先生がいて、男子生徒同士がふざけてじゃれ合っていると、「おまえらホモか。気

持ち悪い、離れろ。」と言って笑いを取ろうとし、生徒はみんな笑う。僕も一緒に笑う。笑

いながら傷ついていくのです。意識して聞いていると、そういう会話はすごく多いです。「お

まえホモなんじゃねえの」「違うよ、そんなわけねえだろ」という会話、本当によく聞きま

す。この「そんなわけねえだろ」というのは、「違いますよ」という意味ではないんですよ

ね。否定の上に、嫌悪感をあらわにしている言葉です。それを、横にいる当事者が絶えず聞

ジェンダー／gender 

生物学的な性差だけでなく、社会的・文化

的なものによって作りだされる男女の差異

（身振り、髪型、衣装、言葉づかい、社会的

役割など）を含めた人間の性。男女二分法

の枠に収まらない性も入る。セクシュアリテ

ィと同義で使うこともある。アメリカではフェ

イスブックに登録できる性別（ジェンダー）

が５８種類から選べるようになっている。 
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いていて、嫌悪されているということを学んでいくのです。 

僕が本当にしんどくなっていったのは、中学校を卒業してからです。高校に進みました。

「同性愛」という言葉を知り、「僕は同性愛者なんだ」と気づきました。いろんな本を読み

始めましたが、その頃読める本には、「異常性欲」や「性的倒錯」としか書いてなく、原因

論などが書いてありました。今読むとかなりいい加減なことが書いてあるのですが、それ以

外に情報がない人は、それを信じるしかないのです。そして、「私は欠陥品なんだ、できそ

こないなんだ、間違って生まれてきたんだ。」と感じ始めました。１冊だけ、「治療法」と書

いてある本がありました。同性のヌードなどを見せて、興奮してきたら電気ショックを与え

るという方法です。もうさすがにやっている人はいないだろうと思いたいのですが、どうも

今でも治療と称してやっている国はあるようですが、拷問ですよね。僕はそれを知ったとき

に、一生隠していこうと思いました。バレたら拷問に遭うのです。 

ちなみに、キリスト教の高校でしたので、キリスト教ではどう教えているのかということ

もどんどん学んでいくのですが、その頃のキリスト教は同性愛を「罪」と言い切っていまし

た。産めよ増やせよと命じている神の創造の秩序に逆らっている救いようのない罪、地獄の

火で焼かれる、みたいなことまで書いてあり、「僕は神様からも嫌われているんだ。すべて

の人に嫌われている。神からも嫌われている。生きていく場所がない。」と思って、その頃

から、どうやって自分で命を終わらせようかということを毎日考えていました。幸い、僕が

死ねなかったのは、まだ１秒も自分らしく生きていないっていう思いがどこかにあり、納得

いかない、このまま死ぬのは納得いかない。そういう中で１日１日延ばしていた気がします。 

 

＜僕の５つのカミングアウト 

「SOS」「本当の僕を知ってほしい」「差別しないで」「エール」「性の多様性」＞ 

その中で、初めてのカミングアウトをします。

カミングアウトというのは、テレビ等では、面白

いネタを提供するような、曝露してみんなを楽

しませる意味で使うことがありますが、本来は、

同性愛者が自分のことをあえて伝えることをい

います。これは命がけです。失敗したら死ぬかも

しれないという覚悟をもってしています。ヘラ

ヘラとしている人もいますが、実はヘラヘラ笑

っていないとやっていられないぐらい緊張感が

あることなのです。 

僕の初めのカミングアウトは、高校２年の頃

でした。どうしても誰かに話さないと、もう苦し

くて苦しくて、生きているのがやっとという苦しさを、誰かにわかってもらいたいというＳ

ＯＳとして、親友である男の子にカミングアウトしました。震えがとまらず、涙と鼻水と汗

もとまらなくて、「僕は男の人が好きなんだ」という一言を言うのに１時間かかりました。

幸い、その親友はしっかり受けとめてくれたので良かったなと思います。初めてのカミング

カミングアウト（カムアウト）／come out of the 

closet 

セクシュアル・マイノリティの人たちが、自分自

身を肯定的に受け入れた上で、自分自身のこ

とを自分以外の人に告白することを、「クロー

ゼット closetから出る」ことにたとえている。対

義語はクローゼット。自分の秘密を暴露する

ことではなく、相手との関係性を変えていくこ

とが目的。最初のカミングアウトは自分に対し

て行うとも言われる。 
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アウトがうまくいかなかったという人たちも結構いま

す。「大丈夫だよ」と言われながら距離をとられたり、あ

るいは、「おまえはそういう目で俺を見ていたのかよ」と

なじられたり、最悪なのは、ばらされたりすることです。

これはアウティングといって、本人の意志に反して、本人

のコントロールできないところに情報が広がっていくの

です。一生隠していくかどうかという悩みを持っている

人にとっては、この隠し事がどんどん漏れていくというのは、恐怖でしかありません。数年

前、１人自死した学生がいました。多くの人が何も死ななくてもいいのにと思い、実は僕も、

死なないでいてくれたら良かったのにと思ったのですが、でも、死にたくなる気持ちはもの

すごくよくわかります。誰も信用できない、自分も信用できない。実は同性愛者は自殺率が

高いことが統計でわかっています。自殺未遂をした人に聞いていくと、実はこういった理由

だったということが出てくるのです。実際に自殺した人の中には、死んだ後に同性愛者であ

ることがばれてしまうのも嫌だということで、遺書に一言もそのことが書いていない人の

方が多いのです。どうして死んでしまったのだろうとわからないケースのときは、僕は同性

愛者だったかなと思うことが多いです。 

さて、僕は親友にカミングアウトして、関係がもっとよくなりました。今までも親友です

が、「何か悩んであることあるの？」と聞かれて、今までは、「ないよ」と答えていたのが、

「あるよ」と言えるようになりました。「好きな人いるの？」と聞かれて、今まで、「いない」

と答えていたのが、「○○くんが好きなんだ」と言えるようになってきて、カミングアウト

すると隠さなくてもよくなるんだ、本当の自分を出せるようになるんだと思い、僕の２段階

目のカミングアウトが始まります。ほかの親友に対しても、本当の僕を知ってほしい、もう

あなたにはうそをつきたくないんだって、新しい関係性をつくっていくためのカミングア

ウトになっていきました。高校の中で、何人かにカミングアウトしたという覚えがあります。 

 

＜高校卒業後の自分＞ 

高校を卒業して、３年間沖縄でフリーターをしている間、大きな出会いがありました。そ

れはゲイ雑誌との出会いでした。古本屋さんで見つけたのですが、ものすごく感動しました。

男性ポルノが載っていることもすごく感動だったのですが、それ以上に、こういう雑誌が存

在するということは、僕はひとりぼっちではなく、仲間がいるということだと気がついたの

です。仲間に会いたい、ほかの同性愛者に会いたい、友達になりたい、できたら恋人になっ

てほしいし、あわよくばセックスもしたいと思いましたが、沖縄にいる間は誰一人ほかの同

性愛者に会えませんでした。それは、沖縄には同性愛者が少ないから、ではありません。僕

が命がけで隠していたように、まわりも命がけで隠していたからです。もし、皆さんの中に、

今日初めて同性愛の人を見たという人がいたら、それは大間違いです。カミングアウトして

いる人を初めて見たとしか言えないのです。横にいても命がけで隠していますから、わかり

ません。しかも、多くの同性愛者は、味方が欲しい、サポートしてくれる人が欲しい、理解

者が欲しいと思って、絶えずいろいろな人の言動をチェックしています。この人は味方にな

ってくれると思ったら、カミングアウトするのです。また、カミングアウトされたことがあ

アウティング／outing 

本人の了解を得ずに、その人のセ

クシュアリティなどを第三者に暴露

すること。本人のプライバシーの侵

害になるだけでなく、居場所や生き

るすべを失う危険性にもつながる。 
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るという人の中には、複数の人にカミングアウトされているという人が結構多いのですが、

それは普段の言動から、この人なら信用できるという言葉を発しているのだと思います。ち

ょっと意地悪な言い方をすると、カミングアウトされたことがないという人は、同性愛者か

ら信頼を得ていないということです。横に当事者がいないのではなくて、当事者はあなたを

選んでいないということです。そこに気がついて欲しいと思います。 

たまに、学校の先生方に対して講演をすることがあるのですが、先生から「生徒にカミン

グアウトされたらどうしたらいいでしょうか」という質問がときどきあります。僕は、そう

いうことを聞くと意地悪な気持ちが出てきて、「大丈夫です、生徒はあなたにカミングアウ

トしませんから」と言いたくなります。「カミングアウトされたらどうしたらいいですか」

ではなく、「カミングアウトされるような教師になるにはどうしたらいいですか」という質

問が欲しいのです。僕がカミングアウトする前の話ですが、「平良さん、彼女いるの？」と

聞いてきた人がいて、「ああ、恋人ですか、いますよ。」と言ったら、「彼女、どんな人？」

「ああ、恋人ですか、同い年です。」「彼女とどこで会ったの？」など、こんな会話をしてい

る間、この人は駄目だなと思います。せっかく「彼女」と言われたのを、「恋人」と言葉を

変えて返しているのに、相手は最後まで気づかなかったのです。せっかくヒントを出してい

るのに、気づかない時点でアウトだなと思います。敏感な人は、１回言葉を「恋人」と変え

ると、次から、「彼女」じゃないかもしれない、というように受けとめてくれたり、そうい

ったことが絶えず身近にあるのです。 

僕はその買ったゲイ雑誌を家に持ち帰れなくて、とても苦労しました。見つかったらどう

しよう、絶対見つからない場所にしまおうと思い、引き出しの奥の奥にしまったらいいかな

とも思ったのですが、その日に限って家が火事になって、雑誌だけ燃え残ったらどうしよう

とか、そんなことまで心配しました。そこまで心配する必要はないとよく笑われるのですが、

それが実際に起きたのが 3.11東日本大震災でした。がれきの中に残してきたという人が何

人もいました。絶対見られたくない。だから、見られ

る前にどうしても取り出したいけれど、自分一人の

力でがれきは動かせません。避難所とがれきを何回

も往復しているうちに、ある日がれきが撤去されて

いました。そして、誰が持っていったのだろうという

恐怖が残るのです。がれきを撤去する消防隊や自衛

隊、ボランティアの人たちは、個人のプライバシーに

かかわるものを見ても、見なかったことにすると取

り決めたとありますが、見られた側は恐怖が残るの

です。被災した人たちの中にいるLGBTの人たちにも、

困っている人がたくさんいます。トランスジェンダ

ーの人の中には、特に手術をしないけど、性別を変え

て生きている人もたくさんいます。例えば、女性の体

を持って生まれたけど、男性として生きている人は、

胸にさらしを巻いて生活していたりします。ところ

が、被災したときの支援物資にさらしはないのです。

・ＬＧＢＴ 

レズビアン、ゲイ、バイセクシュアル、トラン

スジェンダーの総称。Ｌ，Ｇ，Ｂ、Ｔの中でもか

なり異なる課題があるにもかかわらず一緒く

たにされてしまう問題や、アセクシュアル、性

のゆらぎなど、ＬＧＢＴ以外のセクシュアル・

マイノリティの存在が落ちてしまいやすいと

いう面がある。Ｌ，Ｇ，Ｂ、Ｔ以外のセクシュア

ル・マイノリティをも含む総称として使われる

ことも多い。ＬＧＢＴsとも言う。 

・トランスジェンター／transgender 

体の性と異なる性自認を持っている人の総

称。性別違和があることを定義に含めるかに

ついては議論がある。 
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それを誰が必要だと気づけたでしょうか。そういう中で、LGBT、

セクシャルマイノリティの人たちが、被災地でも苦労していると

いうことを聞きます。被災したらみんなが苦しみますが、普段苦

しんでいる人はもっと苦しんでいるのです。 

そのあと、僕は勉強したいことが見つかって、群馬県の短大に

入学しました。いよいよ友達が欲しい、彼氏が欲しいと頑張って、

彼氏ができました。 

ここに『あなたが気づかないだけで神様もゲイもいつもあなた

のそばにいる』という僕の著書があります。大学の授業で話すと

きには、どのように彼氏をつくったかというつくり方も伝授する

のですが、この中に、どのように彼氏ができたかとか、どんな恋愛したかとか、初恋の話と

か、あるいはどんな苦しみがあったかということを書いてあります。ぜひ読んでいただけれ

ばと思います。図書館にも入っていると思います。 

その初めての彼氏が、同性愛というのは、ただの

セックスの問題ではなく、人権の問題なのだとい

うことを教えてくれました。いろんな人権の話を

彼とする中で、そうなんだと思えるようになった

ちょうどその頃、「東京府中青年の家裁判」という

裁判が始まり、人権のために闘っている同性愛者

たちがいると知りました。自分のできることは何

だろうと思った僕は、短大で人権や差別の話が出

たときに、「同性愛者の人権もないがしろにされて

いるよね」と言えるようになってきました。する

と、周りの反応が、「えっ、同性愛者の人権？ 考

えたこともなかった。だって近くにいないし、見た

ことないし。平良さん、見たことあるの？」と言わ

れました。僕は、毎朝鏡に映っているなとか、週に

１回デートしているなと思いながら、「見ることあるよ」と言うと、「私も見たい」と言った

人が出てきました。「そうか、これは、見世物なんだ。動物園のパンダと同じなんだ。これ

では差別はなくならない。」と思い、僕の３段階目のカミングアウトが始まりました。「同性

愛者はあなたのすぐ目の前にいます。気づいてください。差別しないでください。」ここか

ら僕のカミングアウトは社会に対するカミングアウトに変わってきたかなと思います。 

その後、紆余曲折があり、僕は牧師になろうと思いました。キリスト教と同性愛は非常に

折り合いが悪いと思い込んでいたのですが、そうとも言い切れないということに気がつき、

学んでいく中でもっと学びたいと思い、牧師になろうと思って東京に出てきました。そして、

先ほどの裁判をしていた「動くゲイとレズビアンの会」のメンバーになった瞬間に、面白い

ことがありました。そこにはたくさんの同性愛者がいたのです。本音でそのとき感じたのは、

「よりどりみどりだ」ということでした。生まれて初めて好きな人を選ぶ権利が与えられた

のです。今まではこれが最後かもしれないと思っているから、会った人を好きにならないと

東京府中青年の家裁判 

1990 年、東京府中青年の家において「動く

ゲイとレズビアンの会（現在名 NPO 法人ア

カー）」の合宿中に、アカーのメンバーがキ

リスト教会の利用者たちほかいくつかの利

用団体の利用者たちによっていやがらせを

受ける差別事件が起こった。その後「青年

の家」は、同性愛者であることを理由にアカ

ーのメンバーの宿泊利用を拒否した。これ

に対して、アカーは東京都を相手取って裁

判を起こし、一審、控訴審ともにアカーが勝

訴した(94, 97）。これは日本で同性愛者が

市民権を得たはじめての裁判といえる。 
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いけなかったのですが、初めて選んでいいと気づいて、ものすごく有頂天になりました。相

手にも選ぶ権利があることに気がついたのは、ずっと後でした。相手にふられてそのことに

気づいていくのです。それから、友達がいっぱいできて、「平良さんはどんな男性がタイプ

ですか？」と聞いてきた人がいたので、「僕のことを好きって言ってくれる男性なら誰でも

いいです」と答えたら、「それはきれい事です」と言われました。「じゃあ尋ねるけど、年上

と年下、どっちが好きですか？」「どっちかと言えば上が好きですね。」「太めと細めどっち

が好きですか？」「どっちかといったら太めがいいかな。」「毛深い人と薄い人、どっちがい

いですか？」「毛深い方が好きかな。」と言っているうちに、僕の中に男性なら誰でもいいと

思っていないということに気づくのです。僕にも好みがあったのです。「同性愛者は選り好

みなんかしてはいけないと思っていたけど、好きなものを好きって言っていいんだ。なぜそ

れに気づかなかったんだろう。」と考えたときに、僕は気がつきました。「こういう会話をす

る友達がいなかった。孤独だったんだ。」と。そこで、４段階目のカミングアウトに突入し

ていきます。日本中にいる孤独で孤立している同性愛者たちに、あなたはひとりぼっちじゃ

ないよというエールを送ろうと思いました。特にキリスト教に出会ってしまったために、傷

ついている同性愛者がとても多かったので、「神様はあなたをそのままでいいと守っている

んだよ、そのままで大事だよって言ってくれているんだよ。」と伝えなければならないと思

っています。 

現在、５段階目のカミングアウトを重ねています。「性というのはすごく多様なものなん

だよ。細かく考えていくと、私と同じセクシャリティの人はこの世の中にほかにいないか

もしれないという位多様なものなんだよ。」 

100人いれば 100通りのセクシャリティがある。私

は男だから女が好き、ではなく、私の性自認は男性で

す。私の性的指向は男性に向いていますという二つ

の要素が自分に備わっているだけであって、これは

セットではないんだよということを話していく中

で、いろんな人たちの出会いを理解するきっかけに

してほしいなと思っています。 

 

【僕がゲイで良かったこと】 

僕がゲイで良かったことは幾つもあります。一つは、いろんなことを考えるチャンスにな

っていったということです。僕がゲイではなかったら、こんなに深く丁寧に考えなかっただ

ろうなということをいろいろ考えるようになりました。特に、社会から抑圧されているマイ

ノリティの人たち、障害者や外国人など、そういう人たちが、ここにもいる、あそこにもい

るということに気づけるようになってきたことです。社会がどれだけ圧力をかけているか

ということに、一緒に感覚を持っていけるようになったことは、すごく良かったなって思っ

ています。 

それから、素敵なパートナーと出会えたのも、ゲイだったから良かったなと思います。こ

れは単純に出会えて良かったという話ではありません。ゲイカップルの場合、「どっちが彼

氏でどっちが彼女ですか？」と聞かれることがたまにあるのですが、僕たちには、「どちら

・性自認／gender identity 

生物学的な「性」と関係なく、自分で自分の

「性」をどのように認識しているか、その認識

の仕方。 

・性的指向／sexual orientation 

自分の性的意識の向く方向。同性，異

性、両性、どちらにも向かない、などがあ

る。自分の意志で変更・選択できるもの

ではない。 
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も彼氏です」という思いしかありません。せっかく同性カップルなのに、なぜ異性カップル

のまねをしないといけないのでしょう。僕は同性のパートナーと一緒に生活をしているの

ですが、とても対等な生活ができています。そんな中で最近、多くの女性たちと会話をして

いて、「同性愛者っていいよね。対等なパートナーシップが結べるから。」と言われました。

異性カップルでは、全く無自覚にそこにパワーバランスがあるのです。男性と女性はどんな

に頑張ってもなかなか対等になれず、男性が無自覚で女性を支配していることがとても多

い、と聞きました。例えば、セックスをするときも、男性が女性を喜ばせるつもりでも、本

当は自分だけ満足して終わっていることがものすごく多い、という話をしてくれます。する

と、女性たちが、「私も私も」「男の人ってセックスのときに特に身勝手よね」とみなさん言

うのです。同性カップルというのは、本当にお互い確かめ合うことができます。生きるすべ

ての瞬間、本当に対等にいるかどうかというのは、考えなくても対等でいられます。そうい

う意味では、僕は、異性のカップルはもっと同性愛者に学んでほしいと思います。なぜ、“男

の役割”“女の役割”みたいな役割分担してしまうのでしょう。せめて“私の役割”と言え

ばいいのに、ということも感じます。 

しかし一方で、僕は同性愛者でありながら、男性だということにも強く気づかされてきま

した。「平良さん、自分が同性愛者だということで、あぐらかいているんじゃないの。」と指

摘してくる人がいます。自分でもそうだなと思います。男性同性愛者だということで、どこ

か、ちょっとくらいマイノリティの側の気持ちを持っているというのはあるかもしれませ

んが、女性から見て、「平良さんは同性愛者である前に男性ですよ」「あなたの発言は非常に

女性をおとしめていますよ」という言葉をときどき言われます。それは、言われていく中で

少しずつ気づいていった事でした。同性愛者男性と異性愛者女性を比べてみたら、多分、僕

は同性愛者男性の方が差別者だと思っています。それはすごく自覚しないといけないので

すが、女性差別というものがこんなにも濃く、こんなにも圧力をかけているんだ、抑圧して

いるんだということに気づかされていきました。これは、自分が男性同性愛者だったから気

づけたことかどうかはわからないのですが、たまたまそういう会話をしてくれる女性がた

くさんいることで、同性愛者だということは免罪符にはならないことであり、きちんとすべ

ての人と向き合っていくということを考えていかないといけないなということを強く思っ

ています。その上で、僕がゲイで良かったことというのは、差別者にも被差別者にもなる自

分がいるということに気づけたことです。これはすべての人が差別者にも被差別者にもな

り得ることであり、だからこそ本当にそこに意識を持っていられるか。そういったことが問

われるのではないかと思います。 

（終了／31分） 

以上 


